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持続可能な開発目標・SDGs(Sustainable Development Goals)の目標 6 は「すべての人々の水と衛生

の利用可能性と持続可能な管理を確保する」である[1]。地球温暖化による豪雨は衛生環境を悪くし、病

原性微生物への感染リスクを高める。そこで、病原性微生物の感染拡大を防止するため、現場での迅速

な検査が可能な携帯型センサデバイスの研究開発を行っている[2]。このデバイスのセンサ性能を向上さ

せるために、微粒子（弱磁性材料）の磁気配列制御技術[3]を適用させた [4][5]。そのための方策の一つ

は、デバイスに組み込むことができる強磁場環境を創出することであった。市販の永久磁石では弱磁性

物質を操作するには磁場強度が不十分であったので、手のひらサイズのハルバッハ配列磁石(HAM: 

Halbach array magnet)を試作した。ハルバッハ配列は、永久磁石の特別な配置であり、アレイの一方の側

面の磁界を増大させ、他方の側面の磁界をほぼゼロに相殺する磁気回路である[6]。試作 HAM の中心

表面から 1 mm 離れた空間の磁場分布を測定したところ、磁場は 1.31 T であり、希望する条件の磁場環

境が得られた。また、磁気力場は超伝導磁石で得られる水準であったことから、磁気アルキメデス効果に

よる弱磁性材料の磁気浮上（磁気アルキメデス浮上）[7]を HAM の磁場環境で観測することができた。こ

の磁気アルキメデス浮上を磁気配列制御技術と組み合わせることで、余剰微粒子がなく配列精度が高い

微粒子配列を実現することができた。講演ではこれまでに得られた研究成果を報告すると共に、今後の

展望について紹介する。 
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